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人 Abstract: Postmortem incidence of hepatocellular carcinoma (HCC) was 6.0 in Nakuru, 
Kenya and 4.6% in Nagasaki, Japan. Hepatitis B surface Antigen (HBsAg) in lver 
parenchymal cells of cirrhosis of the liver of postmortems was found in 63% of cirrhosis 
and 89% of cirrhosis accompanied with HCC in Nakuru, 33 of cirrhosis and 71 め of 
cirrhosis accompanied with HCC in Nagasaki. These results suggest that there is a close 
assoclation of Hepatitis B Virus with cirrhosis of the liver and HCC, both in Kenya and 
Japan as found in other tropical and temperate countries. 
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は じ め に 胞 韻 の 併発 例 を 含む ) の 割 検 材料 の 肝 組 織 内 に お け 


る Hepatitis B surface Antigen (HBsAg) を 検 
東 ア フリ カ 地 方 は 住民 の 血清 学 的 検索 に より B 型 索 す る こと に よっ て B 蛋 肝炎 ウイ ルス の 肝 便 変 へ の 


肝炎 ウイ ルス が 高度 に 浸 淫 し て いる こと が 知ら れ て 関与 に つい て 検討 し た . さら に それ ら の 結果 か ら B 
いる が 同 地方 の 一 国 で ある ケニア に お いて も る 例外 で 型 計 炎 ウイ ルス その も の の 肝 細 胞 瘍 発生 へ の 関与 を 
は な い (Bagshawe et g7. , 1974). 本 調査 で は ケ ェ 考察 し た . 


ア (ナク ル ) と 本 邦 (長崎 ) に お ける 肝硬変 ( 財 細 
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材料 と 方 法 


材料 は ケニア 共和 国 リ フト ヴァ レー 州 国立 総合 病 
院 (州都 ナチ クル) に お ける 1971 年 か ら 1973 年 ま で お 
よび 本 邦 長崎 大 学 病院 (長崎 ) に お ける 1964 年 か ら 
1973 年 まで の 各 剖 検 材料 の 肝臓 で ある . そし て 肉眼 
的 な ら び に へ マト キシ リン ・ エ オジ ン 染 色 を は じ め 
と する 通常 の 病理 組織 学 的 検索 に より , 開 縮 性 肝 硬 
変 (macronodular, posthepatitic, postnecrotic ) 
お よび 原発 性 肝癌 ( 肝 細 胞 癌 ) の 症例 に 限定 し た . 

肝 組 織 内 の HBsAg の 検索 は 1 症例 に つき 少な 
く と も 3 で 4 個 の 肝 組 織 切 刻 に つき オル セイ ン に よ 
る HBsAg 組 織 化 学 的 染色 法 (Shikata ez g/. ,1974) 
の 変 法 ( 千 馬 ら , 1979) お よび 一 部 の 材料 は パラ ラフ 
ィ ン 切 石堂 光 抗 体 間 接 法 に よっ た . 


結 果 


ケニア と 長崎 に お ける 肝 細 胞 癌 の 全部 検 例 に 占め 
る 割合 は Fig. 1 に 示す 如く で 約 5 多 前 後に 上 る . 


も 
で ぐす 
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両 地 域 は と も に 世界 に お ける 肝 細 胞 冶 の 高 率 発生 地 
域 に 属す る と 思わ れる . 本 調査 で は , ケニア に お い 
て 検索 し 得 た 原発 性 肝癌 は 過 て 肝 細 胞 癌 で あっ た . 
また 長崎 で 検索 し た 結果 (神田 , 1977) で は 長崎 地 
方 で 高 率 に 発生 する の は 原発 性 肝癌 の うち も 肝 細 胞 冶 
で あり HBsAg と 密接 な 関連 性 を も っ て いた . 
検索 し た 肝硬変 お よび 肝 細 胞 癌 の 症例 数 を Table 
1 に 示す . そし て その 結果 か ら 肝 硬 変 が 肝 細 胞 韻 を 
件 2 率 , 肝 細 胞 癌 が 肝硬変 を 伴う 率 , さら に 肝 組 織 
( 肝 実 質 細胞 ) 内 に HBsAg を 見 出す こと が 出来 
た 症例 の 比率 な ど を Fig. 2 に 示し た . すなわち ケ ヶ 
ニア で は 肝硬変 は 19 例 で あっ て この うち も 肝 細 胞 癌 を 
伴っ て いる も の は 9 例 (47 多 ) で ある . 肝 細 胞 癌 の 
症例 は 11 例 で この う も 肝硬変 を 伴っ て いる も の は 9 
例 (82 あ ) で ある . HBsAg に つい て 検索 可能 で 
っ た 材料 に つい て HBsAg を 染色 する と 肝 細 胞 冶 
を 伴わ な い 肝 硬 変 で は 8 例 中 5 例 (63 ダ ) に , 肝 細 
胞 癌 を 伴う 肝硬変 で は 9 例 中 8 例 (89 ダ ) に 見 出さ 
れ た だ た. 肝 細 胞 換 の み の 症 例 で は 症例 数 が 少な い の で 


べら 


2.8% JAPAN 1964-1973 


4.6% JAPAN(NAGASAKI) 


1964 一 1973 


や sz 


uv 


“ 


Fig. 1. Autopsy incidence (%) of hepatocellular carcinoma in Kenya and Japan. 


Table 1. Autopsy number of cirrhosis of the 
liver and hepatocellular carcinoma 
(HCC) examined in Kenya (1971 一 
1973) and Tapan (1964 一 1973) 


| Kenya Japan 

| CNakuru) (Nagasaki) 
Cirrhosis only 10 206 
Cirrhosis with HCC 9 180 
HCC only | 2 41 


明らか な 結果 と し て は 出せ な い が 2 例 中 1 例 た に 冶 組 
織 以 外 の 部 分 に HBsAg を 見 出す こと が 出来 た . 
長崎 で 調査 し た 肝硬変 は 386 例 で あっ て この うち 
肝 細 胞 癌 を 伴っ て いる も の は 180 例 47) で ある . 
肝 細 胞 癌 の 症例 は 211 例 で この うぅ うち 肝硬変 を 伴っ て 


NAKURU(1971 一 1973) 


| CIRRHOSIS OF THE LIVER 


Proportion of Cirrhosis to HCC・ 


Cirrhosis only : Cirrhosis with HCC 
HCC with Cirrhosis : HCC only 


Percentage of HBsAg positive cases : 


Cirrhosis only (positive/total) 
Cirrhosis with HCC (positive/totai) 
HCC only (positive/total) 


HEPATOCELLULAR CA, 
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いる も の は 180 例 (81 あ ) で ある . HBsAg は 肝 細 
胞 冶 を 伴わ な い 肝 硬 変 で は 100 例 中 33 例 (33) に , 
肝 細 胞 瘍 を 伴う 肝硬変 で は 104 例 中 74 例 (71.2 多 ) 
に 見 出さ れ た . 肝 細 胞 癌 の み の 症 例 で は 25 例 中 8 例 
(32 あ ) に 閣 組 織 以 外 の 部 分 の 肝 組 織 に HBsAg を 
見 出す こと と が 出来 た . 

両 地 方 と も に 数 例 の 肝 細 胞 換 の 症例 で 閣 細 胞 胞 体 
内 に HBsAg が 見 出さ れ た が 上 記 の 数 字 は ルル て 癌 組 
織 以外 の 部 分 の HBsAg 染色 結果 で ある . 


老 宗 


研究 対象 と する 肝硬変 に つい て は どの よう な 肝 便 
変 を 材料 と し て 取り 上 げ ば る か が 最も 重要 な 問題 で あ 
る が , 本 研究 で は いわ ゆる 義 縮 性 肝硬変 (post- 


NAGASAKI(1964 一 1973) 


クミ ペ ヘン 
レベ ベニ HBsAg(+) 
ベー ペン 


Kenya Japan 

(Nakuru) (Nagasaki) 
53  : 47 53 7 
82 : 18 81 : 19 


5/8 (63%) 33/100 (33%) 
8/9 (89%) 74/104 (71.2%) 
1/2 (50%) 8/25 (32%) 


Fig. 2. HBsAg in cirrhosis of the liver and hepatocellular carcinoma (HCC) in Kenya 


(Nakuru) and Japan (Nagasaki). 


Shikata’s histochemical orcein staining 


method and flIuorescent antibody examination for HBsAg in parenchymal cells 
of the liver were performed. See text and Table 1 for explanation. 
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necrotic, posthepatitic,。 macronodular etc.) と 
思わ れる も の の み を 対象 と した. 

ケニア に お いて は 肝硬変 や 肝 細 胞 癌 の 発生 顔 度 が 
きわ め て 高い . また 和典 患 年 齢 も 本 邦 に 比べ 約 10 年 も 
共 い よう で ある (中 , 1975) . 肝硬変 に 肝 細 胞 癌 が 
合併 し て いる 率 や 肝 細 胞 癌 に 肝硬変 が 合併 し て いる 
率 は 両 地 方 と も に 大 差 は な いよ う で ある . 

HBsAg が ケニア に お ける 肝硬変 の 肝 組 織 内 に 
か な りみ られ る と いう こと は 血清 学 的 に 一 般 住民 
の HBsAg 保有 率 が きわ め て 高 率 に み ら れ る こと 
(Bagshawe et al. , 1974) と 一 致し て いる . す な ね わ 
ち B 型 肝炎 ウイ ルス の 住民 へ の 浸 洋 率 が 高い と いう 
こと を 裏 付け て いる . そし て 同 地 域 の 肝硬変 の 大 半 
が B 型 肝炎 ウイ ルス に 関連 し た 慢性 肝炎 か ら 移 行 し 
だ も の で ある と 考え られ る . そし て この 関連 性 は 本 
邦 で HBsAg を 高 率 に 保有 する 地域 の 一 つと し て 知 
られ る 長崎 地方 より も る は る か に 濃厚 で ある と いえ る 
の で ある . 

肝 細 胞 癌 を 伴う 肝硬変 に お いて は 約 80 以 上 に 肝 
組織 内 に HBsAg が 見 出さ れる . これ は ケニア で も 
長崎 で も ほほ 同様 の 比率 で も っ て み ら れ る . この こ 
と は 肝 細 胞 癌 を 併発 する よ うな 肝硬変 は 地域 の 如何 
を 問わ ず ほ と ん ど HBsAg すなわち B 型 肝炎 ウイ ル 


ス と 関連 が ある こと を 示唆 し て いる . 換言 すれ ば B 
型 肝炎 ウイ ルス が 肝硬変 を 発生 母 地 と し た 肝 細 胞 閣 
発生 と 何ら か の 関連 が ある も の と 思わ れる . 
肝硬変 を 伴わ な い 肝 細胞 韻 の 症例 で は BB 型 有 千 炎 ッ 
イル ス が どの よう に 関与 する か は 本 調査 の 段階 で は 
不明 で ある . その ほか の 因子 も 考え ね ば な ら ず 大 き 
な 問題 点 で ある . ケニア 地方 を は じ め 各 地 の 検 索 材 
料 を さら に 多く し て 検討 し な けれ ば な ら な い . 


結 論 


1. ケニア (の みな ら ず お そら く 東 アフ リカ 全域 ) 
で は 肝硬変 ( 肝 細 胞 瘍 を 伴う も の も 含む ) は 本 邦 
に 比べ て 圧倒 的 に 高 率 に B 型 肝炎 ウイ ルス が 関与 
し て いる と 考え ん えら れる. そし て この こと は 同 地 域 
の 住民 の 高 率 な HBsAg の 保有 率 を 反映 し て いる 
も の と も 思わ れる . 

2. 肝 細 胞 癌 を 伴っ た 肝硬変 に つい て みる と , 
HBsAg を 有する 症例 は 約 80 を 以上 で し か も ケ ニ 
アァ , 長崎 地方 と も に ほぼ 同率 で ある . この こと は 
地域 の 如何 を 問わ ず B 型 肝炎 ウイ ルス は 人 間 の 肝 
細胞 癌 発生 た 密接 た 関与 し て いる こと が 考え られ 
2. 


本 研究 の 内 容 は 第 10 回 国際 熱帯 医学 マラ リア 会 議 (1980. マニ = ラ ) お よび 第 2 回 アフ リカ 中 近東 
ウイ ルス 病 国際 会 議 (1980, ナイ ロビ ) に お いて それ ぞ れ 関連 部 分 を 発表 し た . 
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